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昔
か
ら
料
理
が
好
き
な
の
よ

「
赤
字
、
覚
悟
な
ん
で
す
」
と
話
す

大
谷
　
優
子
さ
ん

電
話
／
〇
二
四
六
―
四
二
―
三
三
八
四

302

■
お
か
あ
ち
ゃ
ん
の
台
所
「
大
谷
屋
」
店
主

■
い
わ
き
市
常
磐
上
湯
長
谷
町
五
反
田
三
〇
六

おんな劇場

「私ね、子どものころ、母に教えられたこともありますけど、料理が好きなのよ。売り
上げはトントンですけど」と、笑いながら語る大谷さん

前
職
で
の
長
い
経
験
を
生
か
し
、
定
年
後
に

一
人
で
「
こ
だ
わ
り
と
手
作
り
の
店
」
を
開
業

し
て
間
も
な
く
二
十
五
年
、
四
半
世
紀
を
迎
え

る
格
安
弁
当
店
「
大
谷
屋
」
の
店
主
、
大
谷
優

子
さ
ん
（
八
一
）
は
、「
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
え
れ
ば
…
」
と
、
毎
朝
五
時
前
か
ら
の
弁
当

作
り
に
余
念
が
な
い
。

大
谷
さ
ん
は
、
四
十
代
の
こ
ろ
か
ら
地
域
内

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
い
わ
さ
き
荘
」
で

入
所
者
た
ち
の
食
事
作
り
に
励
ん
で
い
た
。
定

年
の
六
十
歳
ま
で
勤
め
、
こ
の
間
、
あ
ら
ゆ
る

料
理
を
作
り
続
け
て
き
た
。

「
幼
い
こ
ろ
か
ら
母
親
に
料
理
を
教
え
ら
れ

て
き
た
し
、
そ
ん
な
こ
と
で
私
も
好
き
に
な
っ

た
ん
で
す
」
と
話
す
大
谷
さ
ん
、
定
年
後
間
も

な
い
平
成
九
年
六
月
、
自
宅
近
く
の
マ
ン
シ
ョ

ン
脇
の
施
設
を
借
り
て
待
望
の
店
の
開
業
に
踏

み
切
っ
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
日
替
わ
り
、
コ
ロ
ッ
ケ
、
ヒ
レ

カ
ツ
、
チ
キ
ン
、
竜
田
揚
げ
と
い
っ
た
弁
当
に

加
え
、
お
に
ぎ
り
や
サ
サ
ミ
フ
ラ
イ
、
煮
物
、

漬
物
類
。
弁
当
は
一
つ
五
百
～
六
百
円
、
単
品

は
大
半
が
百
円
。
利
用
者
の
希
望
に
応
じ
八
百

円
、
千
円
の
特
注
弁
当
、
オ
ー
ド
ブ
ル
、
時
季
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1940年4月27日生まれ。常磐三沢町生
まれ。「じっとしていられない性格」。調理場
には自身が書いた墨彩画、動物、花の絵など
が飾られ、「私のギャラリーなのよ」。休日は
絵を描いたり、洋裁、和裁のリフォーム、さら
には近くの温泉施設で癒やしつつ、筋トレに
も励むマルチ型。アルコール関連は、豆乳
の焼酎割りが好みとか。血液型は、Ａ型

おおたに・ゆうこ
プロフィル

弁当のメニューは、
和風ものがズラリ

「
梅
干
し
は 

〝
自
慢
の
味
〟
で
す
」

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

■お知らせ＝このコーナーでは、自ら選んだ仕事に、
あるいはその人生においてひた向きに励み、努めてい
る女性を紹介しています。情報をお寄せください。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
隔
月
掲
載
で
す
。

に
は
お
せ
ち
類
も
受
け
付
け
て
き
た
。

周
囲
は
団
地
の
密
集
地
区
、
ま
た
小
、
中
学

校
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
社
も
あ
っ
た
こ
と
で
売
れ

行
き
も
よ
く
、「
朝
の
三
時
に
起
き
て
何
種
類

も
の
お
弁
当
を
作
り
ま
し
た
。
二
百
～
三
百
個

と
い
う
時
も
あ
り
ま
し
た
ね
」
と
、
オ
ー
プ
ン

当
初
を
振
り
返
る
。

そ
の
後
、
同
十
二
年
五
月
、
自
宅
の
新
築
と

同
時
に
家
屋
内
に
調
理
場
も
設
け
、
ス
タ
ー
ト

時
と
同
様
の
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
対
応
。

食
材
の
特
徴
の
一
つ
に
〝
万
能
食
品
〟、「
梅

干
し
」
が
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て
原

発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
で
「
い
わ
き
の
梅

は
ダ
メ
」
と
い
っ
た
風
評
が
流
れ
た
こ
と
か

ら
、
知
人
の
紹
介
で
埼
玉
県
の
梅
林
農
家
ま
で

走
り
、
以
来
、
同
所
の
梅
を
買
い
付
け
、
自
ら

作
っ
た
梅
干
し
を
弁
当
の

友
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

あ
の
震
災
後
は
米
や
野
菜

類
に
も
十
二
分
に
配
慮
、

こ
れ
ら
も
無
農
薬
栽
培
の

も
の
を
購
入
し
て
い
る
、

と
言
う
。

「
震
災
の
時
は
店
も
休

み
。
ど
こ
へ
も
避
難
し
た

り
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
水
は
大
変
で

し
た
。
で
も
、鹿
島
の
実
家
か
ら
も
ら
っ
た
り
、

給
水
で
何
と
か
間
に
合
っ
た
の
で
、
店
は
す
ぐ

に
再
開
で
き
ま
し
た
」

終
始
笑
顔
で
語
る
大
谷
さ
ん
の
「
自
慢
の

味
」
は
、
梅
干
し
の
ほ
か
、
キ
ン
ピ
ラ
、
白
菜

の
漬
物
な
ど
和
風
食
品
で
、「
喜
ん
で
も
ら
え

れ
ば
う
れ
し
い
。
で
も
、
ハ
イ
カ
ラ
な
も
の
は

ダ
メ
」。
ズ
ラ
リ
と
そ
ろ
う
品
物
の
う
ち
、
単

品
類
の
中
で
の
一
番
人
気

は
コ
ロ
ッ
ケ
、
子
ど
も
た

ち
は
竜
田
揚
げ
と
か
。

二
十
五
年
も
の
キ
ャ
リ

ア
も
あ
っ
て
、顧
客
、フ
ァ

ン
も
多
い
店
だ
が
、「
も

う
、
年
な
の
で
量
を
や
や

縮
小
し
な
い
と
…
」
と
笑

い
な
が
ら
語
る
大
谷
さ

ん
、
現
在
、
店
は
土
・
日
曜
は
休
み
。
電
話
な

ど
で
オ
ー
ダ
ー
を
受
け
付
け
、
元
市
職
員
で
夫

の
勝
春
さ
ん
（
八
四
）
が
車
で
近
隣
へ
配
達
し
、

〝
婦
唱
夫
随
〟
で
運
営
。

穏
や
か
に
続
け
る
大
谷
さ
ん
は
、「
売
り
上

げ
は
、
ス
ッ
ト
ン
ト
ン
の
ト
ン
。
赤
字
覚
悟
。

小
遣
い
程
度
に
な
れ
ば
、
で
す
。
私
、
料
理
が

好
き
な
の
よ
」
と
冗
談
を
交
え
て
語
り
つ
つ
、

現
在
の
社
会
に
つ
い
て
は
「
変
わ
り
す
ぎ
て
つ

い
て
行
け
ま
せ
ん
よ
。
人
の
心
も
読
め
な
い
し

ね
ぇ
―
。
そ
れ
と
ね
、
政
治
は
ね
、
弱
い
も
の
、

年
寄
り
や
子
ど
も
の
味
方
に
な
ら
な
け
れ
ば
」

と
、
や
ん
わ
り
語
っ
て
い
た
。

近
隣
へ
は
夫
が
車
で
配
達


